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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第89号（2023年4月）

問 	 化学肥料や飼料等を海外からの輸入に依存する農
業経営について、今後の市の対応策は。

答 	 土づくり講演会の開催や完熟堆肥の利用促進支
援、飼料用米の作付け支援など、化学肥料の抑制
や畜産飼料自給率の向上につながる取り組みを総
合的に実施することで、強い農業産地を作ってい
きたい。

問 	 駐在所がなくなり治安に不安感を感じている地域
があるが、防犯カメラを集会所以外の場所に設置
してほしいとの要望があった場合の市の対応は。

答 	 要望があった場合には警察と連携し、防犯カメラ
の増設について検討していく。

問 	 環境汚染を防ぐため、残土等の搬入時に調査する
などの対応が必要であると考えるが、市の考えは。

答 	 搬入時の調査は、県が有識者会議で新たな条例の
制定に向けた検討を行っているため、県の動向を
注視して対応を検討していきたい。

問 	 汐川干潟再生に対する市の考えは。
答 	 汐川干潟の再生を目指し保全活動等を推進してい

くことが重要であり、地域住民や団体等がその必
要性を理解し、主体となって環境美化や保全活動
を行い、行政と連携するなど地域ぐるみで進めて
いくことが効果的であると考える。

問 	 低価格で豊富な地元農産物を一層利用すれば、地
産地消も推進され給食費の負担軽減につながると
考えるが、市の対応は。

答 	 地元野菜が豊富にそろう冬場では、食材購入費は
多少低く抑えられるため、今後も少しでも多くの
地元食材を確保し、給食費の負担軽減に努める。

問 	 生活習慣習得やしつけに対する具体的実行策など
市内各園が共有できる体制が必要と考えるが、市
の考えは。

答 	 子育て支援課と親子交流館、各園とが情報を共有
し、意見交換ができる場を設けており、相互理解
を深め協力体制を整えている。
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●一般対象とは

※新型コロナウイルス感染防止のため、
マスクの着用と検温・消毒にご協力
ください。また、入場制限を行う場合
があります。

市民館などで開催します。申し込み不要、
どなたでも参加できます。

●団体対象とは
5名以上で共通の活動をしている市民や
団体であれば、開催をリクエストできます。
お気軽にお申し込みください。

最新情報は
ウェブサイトでご確認ください→
  （団体申し込みもこちらから）

令和5年4月1日付で「みんなの党愛知」から「青嵐会」に
会派名が変更されました。


